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マイクロナノバブル応用技術の開発も受賞要因



福山事業所でのリスクコミュニケーション
 －排水処理技術に関して－

 
地元、行政、化学物質アドバイザー、漁協、大学、NPO他

2005年7月12日開催



リスクコミュニケーションを受けての成果
 －窒素による環境負荷対策への転換－
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処理技術の応用
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マイクロナノバブルによる微生物の活性化

培養材の材質・形状の最適化による微生物の高濃度化

世界初
窒素処理施設外観

微生物を活性化する
ﾏｲｸﾛﾅﾉﾊﾞﾌﾞﾙを発生させる水槽



LSI事業本部の立地からくる
 リスクコミュニケーションの必要性

住宅地に隣接⇒地域との共生が必須



福山事業所のリスクコミュニケーションの原点
 －住民・行政・シャープの三者による工場排水採水・分析－

年２回実施

（17年前から継続）



海域への放流先写真

シャープの工場

記念になるものを一緒に作成

地域住民との共同作業
 －コミュニケーションパネルの作成－



環境サイトレポートの新しい挑戦
 －「会話」：キャッチボール道具の準備－

子供に親しみ易いデザイン

近隣小学校の環境教育副読本を目指す

－活動報告書に留めない－



社会貢献活動
 －近隣学校との活動－



社会貢献活動
 －地域住民の皆さんとの関わり－



地域貢献活動
 －地域清掃・植林活動－



コミュニケーション活動の原点
 －企業住民として何をすれば良いのか－

笑って挨拶ができる関係

地域との共生

相互信頼の輪



ご清聴ありがとうございました。
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